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研究成果の概要（和文）：本研究は、東南アジア大陸部、とりわけタイ国とインドシナを対象として、植民地期から現
在に至る時期の国境を繞る政治を、一次資料に依拠してできるだけ詳細に明らかにしようとしたものである。19世紀末
におけるタイ・ラオス・カンボジア国境を跨ぐ仏教交流、1920－30年代のタイ・ラオス・ベトナム・中国国境を跨ぐ共
産主義運動の連携、1940年代のタイ・仏領インドシナ紛争から植民地独立期における相互関係、現在におけるカンボジ
ア・ラオス・ベトナム国境開発と大陸部東南アジアを横断する東西廻廊などを取り上げ、既に論文32本、研究書8冊等
を刊行した。引続き、この研究により収集した資料を基に、更なる成果を準備中である。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to increase historical and contemporary knowledge 
on cross-border politics in mainland Southeast Asia (mainly Thailand, Vietnam, Cambodia and Laos) relying 
on the primary archival documents written in vernacular and Western languages. The following topics are 
treated, such as Buddhism intercourse among Thailand, Cambodia and Laos in the 19th Century, Communist 
cooperation among Thailand, Laos, Vietnam in the 1920-30s, Thai-Indochina relations and social changes in 
the age of independence in the 1940s, and cooperation for development in the Mekong border areas in 
Vietnam, Cambodia and Laos. As the result 32 articles and 8 research papers were published.

研究分野：東南アジア地域研究
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１．研究開始当初の背景 
2008 年半ば以来、プレア・ヴィヒア遺跡周
辺の領有権を巡ってタイ、カンボジア間に断
続的な武力衝突が生じていることは耳新し
い。１世紀前に東南アジア大陸部に出現した
国境線に起因して生じた諸紛争、諸制度、あ
るいは諸政治活動を国境政治と総称すれば、
この衝突も国境政治の現れである。国境政治
研究は今日的意義が大きい。しかし、既存研
究は、国境の片方側のみの資料に拠った片面
的研究であり、しかも断片的である。 
 
２．研究の目的 
本研究の新しさは、既存研究の限界を克服
するため、各国の言語・資料に通暁した専門
家チームを組織し、諸公文書館資料を横断的、
双方向的に調査照合し、かつ実地調査を行う
ことによって、１世紀に亘る東南アジア大陸
部の国境政治に関して既存知識に追加・修正
を加えることにある。 
 
３．研究の方法 
具体的には 
①19 世紀末におけるタイ・ラオス・カンボジ
ア国境を跨ぐ仏教交流、 
②1920－30 年代におけるタイ・ラオス・ベト
ナム・中国国境を跨ぐ共産主義運動の連携、
③1940 年代のタイ・仏領インドシナ紛争から
植民地独立期における相互関係と内政、 
④現在におけるカンボジア・ラオス・ベトナ
ム国境開発と大陸部東南アジアを横断する
東西廻廊、 
⑤2000 年代以降のタイ・カンボジア間のカ
オ・プラ・ウィハーン（プレア・ヴィヒア）
紛争問題などに関し、 
共同で現地調査を実施するとともに、次の公
文書館等において文献調査を実施した。即ち、 
バンコクのタイ国立公文書館・国立図書館、
海軍文書室、ホーチミン市の国家第2文書館、
パリの国防省資料館、エックサンプロバンス
の旧植民地省文書館、プノンペンのカンボジ
ア国立公文書館。なかでも、タイ国立公文書
館では、大量のマイクロフィルム資料を購入
した。 
 
４．研究成果 
下記 5に示すように、この間の研究成果は論
文 32 本、学会発表 10 件、図書 8 冊である。 
その主要な内容は、次のように分類できる。 
 
19 世紀後半における、タイからカンボジア、
ラオスへの新仏教宗派、タマユット派（クメ
ール語ではトアンマユット派）の進出を、東
南アジア大陸部の仏教の史的変遷の中で位
置づけようと試みたこと。 
 1930 年代におけるシャム共産党、インドシ
ナ共産党およびインドシナ共産党のラオス
党組織、中国共産党との関係を明らかにした
こと。 

 1930－40 年代において、カンボジアで、タ
イ語からの影響をいかに排除して、カンボジ
アの国語を創りだしたのか、タイ仏領インド
シナ紛争において、タイ政府はいかにインド
シナ人の協力を確保しようとしたのか、戦後
のフランスのインドシナ復帰後タイが回復
した旧領土はどのように扱われたか、タイ自
由タイ政府とインドシナ革命派の協力関係
等について明らかにした。 
また、フランスと日本人戦犯裁判の関わり、
第二次世界大戦勃発直前にインドシナから
フランス本国に送られた約2万人の労働者が
戦後、祖国に送還されるが、この送還事業の
具体的な過程やそれをめぐる問題について
新しい事実を発掘した。 
 現在進行中の事例としては、カンボジア、
ラオス、ベトナム開発の三角地帯構想の成立
経緯、日本政府の支援を詳細に明らかにし、
また、タイとカンボジア間のカオ・プラ・ウ
ィハーン（プレア・ヴィヒア）遺跡の領有権
問題について、2008～2011 年に武力衝突にま
で至ったが、本件に関し十分な資料を収集し
た。 
 本研究で収集した資料は、相当の分量に上
り、研究期間終了までに論文化できなかった
ものも多いので、今後の執筆・刊行を予定し
ている。 
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